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ひ
ま
わ
り
駅
伝
　
晴
れ
や
か
に
幕

絶
好
の
駅
伝
日
和
に
恵
ま
れ
た
3
月
1
4
日
（
日
）
、
安
田
自
治
振
興
会
主
催

の
「
第
2
5
回
備
後
安
田
ひ
ま
わ
り
駅
伝
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

今
年
は
、
「
一
般
男
子
の
部
」
　
1
8
チ
ー
ム
、
「
小
学
生
の
部
」
9
チ
ー
ム
の

合
わ
せ
て
2
7
チ
ー
ム
が
出
場
し
、
選
手
・
ス
タ
ッ
フ
・
観
客
な
ど
約
4
5
0
人

の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

こ
の
「
備
後
安
田
ひ
ま
わ
り
駅
伝
」
は
、
安
田
区
民
を
は
じ
め
多
く
の
み
な

さ
ま
の
ご
協
力
が
い
た
だ
け
た
こ
と
で
、
四
半
世
紀
の
長
き
に
わ
た
り
続
け
て

く
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
今
回
を
も
ち
ま
し
て
幕
を
降
ろ
す
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
長
い
間
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
：
小
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

（
滝
上
　
洋
）

第
2
5
回
大
会
の
結
果

［
一
般
男
子
の
部
］

優
　
勝
　
か
ら
く
さ
マ
ン
伝
説

最
終
章
　
（
ふ
ぁ
い
な
る
）

準
優
勝
　
日
彰
館
高
校
陸
上
競
技
部

第
3
位
　
吉
舎
中
学
校
　
A

［
小
学
生
の
部
］

優
　
勝
　
フ
ァ
イ
ヤ
ー
イ
ー
グ
ル
安
田

準
優
勝
　
八
次
サ
ッ
カ
ー
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
E

第
3
位
　
八
次
サ
ッ
カ
ー
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
C
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十十∴ 

ノ諒 

完全に2つに分けて使うことができるようになりました。

これからはさらに活用の幅が広がります。

安
心
な
間
仕
切
り
が
完
成

八
幡
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
研
修
室

の
間
仕
切
り
は
、
こ
れ
ま
で
「
危
険
・
重

た
い
・
冷
暖
房
の
無
駄
」
と
、
三
拍
子
そ

ろ
っ
て
お
り
、
利
用
者
の
皆
さ
ん
か
ら
は

「
も
っ
と
使
い
や
く
し
て
ほ
し
い
」
と
の

声
が
聞
こ
え
て
い
ま
し
た
が
、
3
月
2
日

（
火
）
　
に
、
立
派
な
ア
コ
ー
デ
オ
ン
の
間

仕
切
り
が
完
成
し
ま
し
た
。

翌
日
の
3
日
か
ら
税
金
の
申
告
が
当
会

場
で
開
催
さ
れ
、
申
告
に
訪
れ
た
み
な
さ

ん
に
も
大
変
好
評
で
し
た
。

使
い
勝
手
が
良
く
な
っ
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
セ
ン
タ
ー
を
、
こ
れ
か
ら
も
お
お
い
に

利
用
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま

投
げ
捨
て
な
い
で
く
だ
さ
い
ね

3
月
1
4
日
（
西
組
）
と
2
1
日
（
東
組
・

中
組
）
　
の
朝
8
時
か
ら
、
一
斉
清
掃
ご
み
拾

い
を
、
徳
市
地
区
内
の
県
道
・
市
道
で
行
い

ま
し
た
。

投
げ
捨
て
ら
れ
て
い
る
ジ
ュ
ー
ス
の
缶
や

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
、
ビ
ニ
ー
ル
袋
、
弁
当
パ
ッ

ク
な
ど
拾
う
た
び
に
、
「
誰
が
捨
て
る
ん
か

ね
I
L
、
「
投
げ
捨
て
る
こ
と
は
悪
い
こ
と

だ
と
知
っ
て
い
る
ん
だ
ろ
う
に
ね
」
と
心
無

い
一
部
の
人
た
ち
の
行
動
を
嘆
き
ま
す
。

拾
っ
た
ご
み
を
一
か
所
に
集
め
て
、
環
境

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
方
に
、
ご
み
の
分
別
な
ど

の
講
習
を
し
て
い
た
だ
き
、
分
別
し
て
袋
に

入
れ
ま
し
た
。

全
体
で
約
2
0
袋
の
ゴ
ミ
を
拾
っ
て
い
た

だ
い
た
お
か
げ
で
、
地
区
内
の
道
路
は
き
れ

い
に
な
り
ま
し
た
。

ご
み
の
投
げ
捨
て
は
し
な
い
で
く
だ
さ
い

ね
。
誰
も
見
て
は
い
な
い
と
思
っ
て
も
、
あ

な
た
自
身
が
し
っ
か
り
見
て
い
ま
す
。

一
人
ひ
と
り
の
心
の
も
ち
方
で
、
町
の
道

路
も
き
れ
い
に
な
り
ま
す
。
（
曽
根
光
生
）

笑
顔
で
「
そ
ば
う
ち
体
験
」

中
四
字
自
治
振
興
会
で
は
、
3
月
2
6
日

（
金
）
　
に
、
世
代
間
交
流
の
場
と
し
て
、

子
ど
も
た
ち
も
体
験
で
き
る
、
第
3
回
目

の
　
「
そ
ば
う
ち
体
験
教
室
」
を
開
催
い
た

し
ま
し
た
。

参
加
し
た
子
ど
も
た
ち
は
、
「
そ
ば
粉

を
捏
ね
る
の
に
力
が
要
る
の
で
腕
が
疲
れ

ま
し
た
。
で
も
楽
し
い
！
早
く
食
べ
た
い

で
す
。
」
と
体
験
を
楽
し
ん
で
く
れ
て
い

ま
し
た
。

高
齢
者
の
方
は
、
「
3
回
と
も
参
加
し

て
い
る
が
、
な
か
な
か
プ
ロ
の
よ
う
に
は

で
き
な
い
。
今
年
は
ど
の
よ
う
な
出
来
か

楽
し
み
で
す
。
」
と
笑
顔
で
話
し
て
く
だ

さ
い
ま
し
た
。

こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
矢
井
地
区
の
み
な

さ
ん
の
協
力
が
あ
っ
て
開
催
で
き
て
い
ま

す
。
そ
ば
の
生
産
か
ら
そ
ば
粉
に
な
る
ま

で
の
ご
苦
労
に
感
謝
し
な
が
ら
、
美
味
し

く
い
た
だ
き
ま
し
た
。
　
（
寺
戸
照
一
）

（
廣
畑
義
行
）
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二本杉周辺も清掃しました。

多くの人でにぎわうユキワリイチゲの群生地

3

遼 �婁 �� �脚 � �いた情報や、編 

みなさんから送っていたた 

集委員が取材した情報を「一枚の写真とコ 
メント」で紹介する新コーナーです。 
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2月23日〈火）かわいらしい孫が、三男の 

ところに誕生しました。2，700グラムと少し 

小さめですが元気な女の子です。名前は 
「瀬荊（せり）」です。（八幡：康畑義行） 

．e身近を晴縄、暮簾中！ 

花が咲いた！孫が生まれた！こんなイベン 

トがあるよ！など、身近な情報、あなたの 

とっておきの一枚の写真など募集中です。 

昔なっかしの吉舎町の写真などもお待ち 
しております。　禽43－7272まで！ 

地
域
が
き
れ
い
に
な
り
ま
し
た

敷
地
自
治
振
興
会
で
は
3
月
7
日
　
（
日
）

の
朝
8
時
鋤
分
か
ら
、
敷
地
地
区
2
2
0

戸
が
参
加
し
一
斉
清
掃
を
実
施
し
ま
し
た
。

参
加
者
は
、
地
区
ご
と
に
わ
か
れ
、
ゴ
ミ

袋
と
火
箸
な
ど
を
持
ち
、
小
学
生
か
ら
高
齢

者
の
方
ま
で
、
冬
場
に
道
路
周
辺
に
捨
て
ら

れ
た
空
き
缶
や
ビ
ニ
ー
ル
な
ど
の
ゴ
ミ
を
回

収
し
て
歩
き
ま
し
た
。

「
捨
て
る
の
は
簡
単
だ
け
ど
、
道
の
下
ま
で

拾
い
集
め
る
の
は
大
変
な
作
業
で
す
。
自
省

を
こ
め
て
お
互
い
に
気
を
つ
け
た
い
も
の
で

す
。
」
　
と
の
声
も
あ
り
ま
し
た
。

一
時
間
あ
ま
り
の
作
業
で
し
た
が
、
ゴ
ミ

袋
い
っ
ぱ
い
拾
い
、
気
持
ち
の
よ
い
汗
を
か

き
ま
し
た
。

お
か
げ
さ
ま
で
地
域
が
き
れ
い
に
な
り
、

す
っ
き
り
し
た
春
が
迎
え
ら
れ
そ
う
で
す
。

（
瀧
本
柳
三
）

安
田
の
宝
「
ユ
キ
ワ
リ
イ
チ
ゲ
」

今
年
の
ユ
キ
ワ
リ
イ
チ
ゲ
は
、
開
花
が
約

1
週
間
遅
れ
、
悪
天
候
の
日
も
多
く
、
ど
う

な
る
こ
と
か
と
心
配
し
ま
し
た
が
、
春
の
訪

れ
と
と
も
に
、
す
て
き
な
群
落
を
形
成
し
て

く
れ
ま
し
た
。

遠
く
は
北
陸
、
関
東
、
九
州
、
四
国
な
ど

か
ら
も
愛
好
家
の
方
た
ち
が
観
賞
や
写
真
撮

影
に
訪
れ
、
多
い
日
は
観
光
バ
ス
な
ど
で
人

の
絶
え
間
が
無
い
く
ら
い
の
盛
況
ぶ
り
で
し

た。
開
花
の
期
間
中
は
、
お
よ
そ
3
0
0
0
人

の
人
が
来
ら
れ
ま
し
た
。

「
す
ご
い
ね
、
き
れ
い
だ
ね
。
」
　
「
来
年

も
必
ず
見
に
来
る
よ
。
」
　
「
大
事
に
育
て
て

く
だ
さ
い
。
」
な
ど
、
満
足
し
て
お
ら
れ
る

姿
を
見
る
と
嬉
し
く
な
り
、
『
安
田
絶
滅
危

惧
種
保
護
の
会
』
福
場
会
長
さ
ん
た
ち
の
説

明
に
も
力
が
入
っ
た
よ
う
で
す
。

『
安
田
の
宝
』
の
一
つ
と
し
て
こ
れ
か
ら

も
大
切
に
保
護
活
動
を
進
め
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
（
溝
上
　
洋
）
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欝
蟻
鸞
竃

吉
舎
1
3
か
寺
を
旅
す
る

私
た
ち
の
吉
舎
町
に
は
、
た
く
さ
ん
の
宝

物
と
も
言
え
る
地
域
の
資
源
が
あ
り
ま
す
。

吉
舎
町
の
ま
ち
づ
く
り
を
み
な
さ
ん
と
一

緒
に
考
え
て
い
こ
う
と
い
う
想
い
か
ら
は
じ

め
た
こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
す
が
、
今
回
か
ら

は
、
町
内
の
1
3
の
寺
を
取
上
げ
て
、
順
次

紹
介
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

ご
住
職
の
皆
様
、
取
材
に
行
か
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
の
で
、
協
力
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

さ
て
、
み
な
さ
ん
は
、
こ
こ
に
あ
る
①
～

⑱
の
寺
院
の
名
前
を
ご
存
知
で
し
ょ
う
か
？

今
回
は
景
品
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
が
、
ぜ
ひ

み
な
さ
ん
の
回
答
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

（
升
田
芳
樹
）

・
答
え
の
連
絡
先

吉
舎
町
自
治
振
興
連
合
会

（
電
4
3
－
7
2
7
2
）
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【お知らせ】図書館の連絡先か変ありました。

〒729－4211

三次市吉舎町吉舎368曾43－4513（FAX葉）曇

こんにちは吉舎図書館です
4月の新着図書案内（2月21日～3月20日受入分）

［一触書］

「独裁者」との交渉術　　　　　　　明石康／著

カノウユミコの滋味をいただく野菜の和食

カノウユミコ／著
ドラゴンボール　全42巻　　　　　亀山明／著

いっしん虎徹　　　　　　　　　　　山本兼－／著

など49冊

［児童書］

ゆうれいパティシエ事件　　　　　　　斉藤洋／著

緯ぎょうはパン焼き　　　　　あおきひろえ／作
目まくらのせんにん　そこのあなたの巻　かがくいひろし／作

！

圏

霊※貸出中の場合は予約もできます。どうぞご利用ください。

など12冊

書今月のひとこと 【 
；生まれたばかりの赤ちゃんは、ほとんど何も知りませ 
● 一手ん、ほとんど何もできません。毎日の生活の中で、外 

葦の世界（環境）から情報を受け取りながら、受け取り 
目　方を学習していきます。 
鵠～「すぐれた脳に育てる　手と指の実践トレーニング33」 

是　　　　　　久保田競“久保田カヨ子／著より～ 
』銘二二夢二ニ呼二二鯵二二鳶二二惑二三二常＝二二磐琵＝ニ労二二二轄二二磐二二常＝二重二二球＝＝薯二二轄二二＝常二二鳶＝三唱二二轄二二窮＝＝罵＝＝＝曾二二悠＝辿

7

ワ
ク
ワ
ク
が
い
っ
ぱ
い
！
新
し
い
図
書
館

3
月
2
8
日
　
（
日
）
、
待
ち
に
待
っ
た
新
し
い

吉
舎
図
書
館
が
開
館
し
ま
し
た
。
開
館
式
で
は
、

子
ど
も
た
ち
も
一
緒
に
く
す
玉
を
わ
り
、
開
館
を

祝
い
ま
し
た
。

1
0
時
に
は
、
た
く
さ
ん
の
家
族
連
れ
が
訪
れ

子
ど
も
た
ち
は
、
さ
つ
そ
く
た
た
み
の
コ
ー
ナ
ー

へ
行
き
、
お
気
に
入
り
の
絵
本
を
楽
し
ん
で
い
ま

した。日
時
か
ら
の
お
は
な
し
広
場
ス
ペ
シ
ャ
ル
に

は
大
人
子
ど
も
あ
わ
せ
て
0
0
人
も
の
み
な
さ
ん

が
集
ま
り
、
ふ
ぁ
ば
あ
ち
ゃ
ん
　
（
中
峠
房
江
さ
ん

呉
市
）
　
の
楽
し
い
世
界
に
引
き
込
ま
れ
て
い
ま
し

た。
新
し
い
図
書
館
に
ぜ
ひ
み
な
さ
ん
お
越
し
く
だ

さ
い

（
地
域
づ
く
り
係
）

た
く
さ
ん
の
参
加
者
で
、
に
ぎ
や
か
に
、
楽
し
く
、
新
し
い
図
書
館
の
誕

生
を
祝
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

難

鄭

排

”

蔀

郡

部

尋

掌

等

雷

爵

と
　
き
　
4
月
1
4
日
　
（
水
）
　
1
0
時
3
0
分
～

と
こ
ろ
　
新
し
い
図
書
館
　
絵
本
コ
ー
ナ
ー

テ
ー
マ
　
お
お
き
く
な
り
ま
し
た
ー
・
対
　
象
　
幼
児
～
一
般

鵡

‖

－

拾

日

日

拾

日

　

長

半

日

目

宣

誓

日

記

日

日

糸

目



講会

師場

野暮雑　観国教∴類曙　○南　東置　霊〇　日霞iO露　〃績　報　〃刷　相接　蘭　○○，○○　減g　鰐e貴　国　〇g　損i貫　疎意　綱葵　輯　－　禦○　○教義

美術館あーとあい“きさから

うましもの　所蔵名品展
！

日本画、洋画、彫塑など、当館が所蔵する作　…

二親詰音読ち市民。貴重な芸術財産で

！あり、見る人に深い感動を与えてくれます。

静けさと安らぎのアート空間で、趣きの深い
§　作品の数々を心ゆくまでご鑑賞ください
！

雷

冨期　間　4月15日（木）～6月25日（金）…
さ　　　　　（途中、作品入替えを行います）　　i

；休館日　月曜日（祝休日は開館します）　；

「開館時間10時から17時まで　　　　　…

…入館料　150円（高校生以下・65歳以上及び　富
農　　　　　障害者手帳所持者などは無料です。）　患

；なお、歴史民俗資料館では、‾養蚕と機織に関する　…

…資料や旧市町村の旗などを展示しています。　；
種〇g　○○○霊検農　強ie細面　〇°　〇着　〇°　〇一〇○○一〇°卿〇〇　〇一〇〇　〇一種t∴g報〇〇〇　〇一°宴。置““回

）｝春の全国交通安全運動
子どもと高齢者の交通事故防止

期　間　4月6日（火）～15日（木）

4月10日（土）「交通事故死ゼロを目指す日」

○全ての座席のシートベルトと

チャイルドシートの正しい着用の徹底

○自転車の安全利用の推進

○飲酒運転の根絶総合調整係　茜43－3111

灘総綾緩磯鶏慾緩撚撥懇幾綴緩駿緩綴畿繕；；鱗：※裟；：：鰯繍喜窪繋滋黙繍窯終発蔦・・・：：； ∴∴∴∴＼「：：∴＼＼∴：言＼：＼発言；∴∴∴∴ 

4月17日（土）13：30～ �こいのぼりを揚げよう ��敷地グラウンド 

4月25日（日）9：00～ �日彰館高等学校　館祖祭 ��善逝寺 

4月29日（祝）8：30～ �第37回目彰館館祖祭記念近県剣道大会 ��日影館高等学校体育館 

5月4日（祝）10：00～ �抱きしめて笑湖ハイヅカ ��安田ひまわり公園　ノ 

発行“編集／『まるごときんさい』編集委員会吉舎町自治振興連合会三次市吉舎町吉舎718番地1電話／FAX：43－7272
三次市吉舎支所　　　三次高言金町吉舎368番地　電話：43－3112　FAX：43－3062
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く
み
取
り
を
希
望
す
る
人
は
、
毎
週

金
曜
日
帖
時
ま
で
に
、
三
次
市
吉
舎
支

所
総
合
調
整
係
へ
申
し
込
ん
で
く
だ
さ

い
。
し
尿
く
み
取
り
取
次
店
は
な
く
な

り
ま
し
た
。

な
お
、
し
尿
処
理
施
設
が
遠
隔
地
に

な
っ
た
た
め
、
運
搬
に
時
間
を
要
し
、

収
集
作
業
が
遅
れ
る
可
能
性
が
あ
り
ま

す
。
余
裕
を
も
っ
て
早
め
の
申
し
込
み

を
お
願
い
し
ま
す
。

2
ト
ン
章

［
く
み
取
り
日
］
　
5
月
1
0
日
（
月
）

4
ト
ン
章

［
く
み
取
り
日
］
毎
週
月
曜
日
・
火
曜
日

（
祝
祭
日
を
の
ぞ
く
）

申
込
先

総
合
調
整
係
　
㊥
4
3
－
3
1
1
1

4
月
2
8
日
（
水
）
　
5
月
1
2
日
（
水
）

・
旧
J
A
三
次
安
田
支
店
前

日
時
0
0
分
～
日
時
的
分

・
敷
地
簡
易
郵
便
局
前
監
事
場

日
時
5
0
分
～
日
時
4
0
分

・
三
次
市
吉
舎
支
所
前

日
時
5
0
分
～
1
2
時
0
0
分

※
印
鑑
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

総
合
調
整
係
　
禽
4
3
－
3
1
1
1

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
マ
シ
ン
の

利
用
に
つ
い
て

毎
日
8
時
5
0
分
か
ら
2
2
時
ま
で
利

用
で
き
ま
す
。

◎
マ
シ
ン
巡
回
指
導
日
。
金
曜
日

9
時
0
0
分
か
ら
日
時
0
0
分
ま
で

〃
4
月
1
6
日
　
・
4
月
2
3
日

・
4
月
0
0
日
　
・
5
月
6
日

◎
午
後
　
（
1
2
時
か
ら
帖
時
）
が

利
用
で
き
な
い
日

〃
4
月
1
4
日
　
・
4
月
2
1
日

・
4
月
2
8
日
　
〃
5
月
5
日

◎
一
日
中
利
用
で
き
な
い
日

・
4
月
2
2
日

◎
施
設
開
館
時
は
支
所
宿
直
室
で
カ
ギ

を
受
取
り
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

総
合
調
整
係
　
曾
4
3
－
3
1
1
1

「
体
を
動
か
そ
う
会
」

参
加
者
募
集
中
‖
…

「
ラ
ク
ラ
ク
」
　
か
ら

「
や
や
き
つ
い
」
　
運
動
ま
で

開
催
日
－
4
月
1
2
日
　
（
月
）

〃
4
月
2
3
日
　
（
金
）

・
5
月
1
0
日
　
（
月
）

時
　
間
　
1
3
時
5
0
分
～
1
5
時

吉
舎
保
健
セ
ン
タ
ー

健
康
運
動
指
導
士

今
原
正
美
さ
ん

参
加
費
　
5
0
0
円

総
合
調
整
係常

4

3

－

3

1

1

1


